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＜本日の説明内容＞
１ 森の力再生事業の成果
２ 「森林（もり）づくり県民税」と

「森林環境譲与税」
３ 森林の現況調査の結果

＜ご意見をいただきたい内容＞
・森の力再生事業の評価
・新たに確認された荒廃森林の対応



１ 森の力再生事業の成果



１（１） 森の力再生事業の概要

樹木や下草は、降雨による

土砂の流出や崩壊を防いでいます

山崩れ・土砂災害の防止 洪水や渇水の緩和

森林の土壌は、スポンジのようになっていて

雨水を蓄えて時間をかけ川に流します



40.8万
ha

9.0万ha

人工林
(ｽｷﾞ･ﾋﾉｷ)

22.5万
ha

天然林等

18.3万
ha

高

主に林業経営を通して
公益的機能の発揮が

期待される森林

低

主に地域活動などを通して公益的
機能の発揮が期待される森林

林
業
の
採
算
性

人工林（スギ・ヒノキ）

国有林

民有林

所有者による整備が困難な森林
5.3万ｈａ

県内の森林の区分図



間伐が遅れて林内に日光が
当たらず下草が育たない人工林

台風が原因で倒れた木が
放置された人工林

「森の力」が発揮されない人工林



公益性

困難性 緊急性

主に林業経営を通して公益的機能の発揮が
期待される森林

主に地域活動などを通して公益的機能の発揮が
期待される森林

人工林（スギ・ヒノキ）

所有者自らによる整備が困難な森林 5.3万ｈａ

緊急に整備すべき荒廃森林 「森の力再生事業」で整備

事業対象

手入れが行き届かず荒廃した森林 2.3万ha

「公益性」「困難性」が高く
緊急に整備すべき荒廃森林



財源

年間
約10億円

１（２） 森の力再生事業の財源となる森林（もり）づくり県民税

森林（もり）づくり県民税
期 間 H18～R７

個人 年400円
法人 年1,000～4万円

森の力再生事業
期 間 H18～R７
整備面積 ２３，０００ｈａ

○人工林再生整備（一般型）

○人工林再生整備（森林災害対応型）

○竹林・広葉樹林等再生整備



１（3） 事業成果① 人工林再生整備（一般型）

日光が林内に入らず暗くなったスギやヒノキの人工林では、
下草や広葉樹の生育を促すように伐採



台風等により倒れたスギやヒノキの人工林では、
大雨による丸太の流出で被害が拡大しないように片付け

１（3） 事業成果② 人工林再生整備（森林災害対応型）



放置された竹林は周囲の森林などに侵入しないように伐採
大きくなりすぎた広葉樹林を伐採

１（3） 事業成果③ 竹林・広葉樹林再生整備



１ （４） 整備実績と進捗状況

H18 H22 H28 R２ R７

計
画

実
績

計画面積 12,300ha

第1期（10年） 第２期（10年）

実績面積 12,374ha

計画面積 11,200ha

実績面積 9,669ha

第２期の進捗率
８６％

R7



憩いの場づくりに向けて地域住民も森林
管理に参加

海岸に植栽する松の苗木を強い風から
守るための竹すに伐採した竹を活用

１（５） 「森の力再生事業」の成果 ～波及効果～



ＳＮＳ・ホームページ 市町広報誌掲載

イベント

静岡SDGs万博2024 （R6.2＠静岡市）
森づくり県民大作戦 （R6.11＠島田市）

14

１（６） 「森の力再生事業」の成果の普及啓発



評価：「事業は適正に実施され、効果も期待できる」

提言：「引き続き事業に適正に取り組むこと」など

学識経験者などで構成される「森の力再生事業評価委員会」は、事業が適切
に執行されているか、効果が十分に発揮されているか、チェックしています。

１（７） 事業の執行状況などをチェックする評価委員会



２ 「森林（もり）づくり県民税」と
「森林環境譲与税」



２ （１） 森林環境譲与税を活用した市町の取組

公共施設の
木造・木質化

小中学生を対象とした
環境教育

国は、温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止を図るため、
平成３１年に「森林環境税」及び「森林環境譲与税」を創設しました。

「森林環境税」は、国から市町に譲与され、市町では、これを財源に地域
の実情に応じた森林整備などを進めています。

森林整備



２ （２） 「森林（もり）づくり県民税」と「森林環境譲与税」

森林環境譲与税

地域の実情に応じた
森林の整備

県 市
町

森林（もり）づくり県民税

上流域の水源林など、その恩恵が広く及ぶ
森林のうち緊急に整備すべき荒廃森林の再生

・里山林の整備

・人家裏や道路付近の危険木の伐採

＜イメージ図＞



「森林（もり）づくり県民税」 「森林環境譲与税」

荒廃森林を再生し、「森の力」が回復 道路側にせり出した危険木を伐採



３ 森林の現況調査の結果



３（１）調査対象

近年の頻発化する集中豪雨やシカによる深刻な食害

公益性・困難性が高い人工林 5.3万ｈａ

森の力再生事業

2.3万ｈａ

R5森林現況調査

3万ｈａ

公益性・困難性が高い森林の内
計画対象外の人工林の現況を調査



○「下草あり」が半数
→「森の力」が発揮されている

○「下草なし」が３７％
→「森の力」が発揮されていない

下草なし
３７％

下草あり
４７％

一部下草あり
１６％

３ （２）調査結果



３ （３）調査結果（健全な森林）

下草や広葉樹が生育し、「森の力」が発揮されている

島田市野田 菊川市高橋



３ （４）調査結果（下草が消失し、荒廃した森林）

整備が遅れて林内に日光が当たらなく、下草が消失したことで「森の力」が発揮されない森林

「新たに確認された荒廃森林」

静岡市葵区岩崎 島田市葛籠



＜今後の森の力再生事業のあり方の検討＞

タウンミーティング等における県民意見

今後の森の力再生事業のあり方を検討

大切な「森の力」を未来へ



＜ご意見をいただきたい内容＞

・森の力再生事業の評価

・新たに確認された荒廃森林の対応


